
公開講座「パソコンを利用した点訳入門」の概要と結果

視覚部情報処理学科伊奈論

要旨：情報処理学科では今回初めての公開講座を開講するにあたり種々の検討を行い、最終的には地域住民の関心が高

く、点訳ボランティアの裾野を広げる効果も見込めるパソコンによる点訳を取り上げた。点字に関する関心および点訳

ボランティアになりたいという意欲が非常に高い一方で、パソコンを利用した点訳に対してはまだ敷居が高いと思われ

ている面がある。興味は抱いているが難しいのではないかという先入観があったり、現実に試す機会が無かったりして、

それほど普及していないようである。今回はそうした誤解を払拭すると同時に、点訳処理を通して逆にパソコンにも親

しんで貰えるような講座設定を心がけた。募集には予想外の人数が申し込んでくれ、この方面の関心の高さを改めて印

象づけた。今回は講座開設までの経過と講座内容、受講後のアンケートの結果等について報告する。

キーワード点字、点訳、公開講座、点訳ボランティア、パソコン

に再度アンケートを行なった。その内容と結果を第５節

に示す。

１はじめに

情報処理学科としては公式には初めての公開講座を持

つことになった。テーマの設定にあたっては学科内で話

し合いを持ちいろいろの意見が出されたが、最終的には

本学の理解に役立ち、かつ不足気味のボランティアの裾

野を広げる役割の両方をにらんで、表題のようにパソコ

ン点訳技術の修得をテーマとして採択した。点訳自体は

一般市民にも非常に関心のあるテーマでもある。しかし

参加者の習熟度によってどのレベルの内容を設定したら

よいのかが重大な問題であった。またどの程度の人数が

集まってくれるのかも皆目分からない状態であったの

で、テーマの設定と参加者の興味、レベル設定を推し量

るために日頃から点字教室を開いて多くのボランティア

を養成されてきた本学佐藤光義先生の協力を得て教室の

生徒さん（比較的初心者としての５期生が中心）にお会

いして生の意見を聞き、その後アンケートを実施させて

もらうことにした。アンケートの内容は第２節で示す。

その結果に基づき、本学科が行う講座の特`性を持たせる

ため、受講者にはパソコンの予備知識はなくてもかまわ

ないが点訳の基礎知識を最低限修得しているという前提

を設けることにした。募集定員は教室の設備機器と収容

人員の制限から１０名とした。ところが予想を覆す５３

名もの応募者があり、定員を上回る１５名を選定させて

いただいた。これは多くの応募者から、定員オーバーで

あっても自らのノートパソコンを持ち込んででも受講し

たいのでイスだけでも用意してください、という熱心な

申し入れがあったからである。責任をひしひしと感じ始

めたのもこの頃である｡実際に行った講座の内容は第３、

４節で示す。講座の終わりに講座内容についての受講者

の意見感想を調査し、今後の講座開設の参考とするため

２講座開催にあたって

２１需要調査アンケートの実施

講座のテーマと設定レベルを決定する上で、受講対象

者の興味、希望および予備知識を調査するために以下の

ようなアンケートを作成・実施した。

平成９年５月１０日

情報処理学科

公開講座「パソコンを利用した点訳入門」に関するア

ンケート

予定日時：平成９年７月１４日～１８日の午前１０時～１２時

公開講座の中身を考える上での参考にさせていただきた

く、下記の質問にお答えください。

①本公開講座に出席するつもりがあるない

設問ｌで「ある」と答えられた方は以下の質問にお答え

ください。

②現在の点字に関する修得状況について(いくつでも）

・標準日本点字が扱える

・英語点字が扱える

・数学記号点字が扱える

・情報処理点字が扱える

・その他（）

③パソコンの使用経験が あるない

「ある」の場合（いくつでも）

・ワープロ利用

・点訳ソフト利用

・その他（

④本講座で特に身につけたいことあるいは期待するこ
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とをお答えください。

・パソコンの基本操作を勉強したい

・ワープロ操作を勉強したい

・点字処理関連ソフトウエアの勉強をしたい

・その他（）

⑤設問３で「点字処理関連ソフトウエア」とぎれた方

は以下にお答えください。

今回の講座ではどんなソフトウエアについて勉強し

たいと思いますか。

・点字の直接入力（６点入力）と編集、点字プリン

タ出力（例えばＢＡＳＥを使用）

・ワープロによる日本語墨字文書ファイルから点字

への半自動変換出力

・英語点字、特に２級英語点字を処理できるように

したい

・数学記号点字を処理できるようにしたい

・情報処理点字を処理できるようにしたい

・その他（）

３テーマの決定と講座プログラムの設定

当初は本学前教官の染田教授が作成された点字作成エ

ディタＥＢＲＡ１）を使用して数学記号や情報処理点字、

２級英語点字を含むような高度な文書点訳技術の講習を

考えていたが、前節のアンケート結果からみて、パソコ

ン操作習熟を前提とした標準日本点字の点訳技術に限定

し、①点字の入力・編集・印字②自動点訳の二つの技術

習得に重点を置いて行うことにした。

３．１プログラムの設定

以下のようなスケジュールと分担でスタートしたが、

実際にはすべての教官および補助者がボランティアとし

て積極的に担当日以外にもサポートをしてくれた。

期間：７月１４日～７月１８日午前１０時から１２時まで

担当者：情報処理学科教官５名と補助者２名

伊奈論、栗原亨、斎藤玲子、長岡英司、三宅輝久

（補助）辰巳、遠藤

スケジュール

７月１４日担当長岡、三宅辰巳

講師紹介・全体説明

パソコンの基本操作、コマンド

（fOmat、copy、dir、ren、type等）
ワープロ操作

７月１５日担当斎藤、長岡辰巳、遠藤

ＢＡＳＥそのl

BASEの基本機能と構造

基本操作（起動、入力、フルキー入力）

７月１６日担当斎藤、三宅辰巳、遠藤

ＢＡＳＥその２

基本操作（６点入力、編集）

BASEの練習

例題実習

７月１７日担当三宅、伊奈遠藤

ＢＡＳＥその３

BASEの練習

TDCの機能と構造

墨字のプリントアウト

点字のプリントアウト

例題実習

７月１８日担当伊奈、栗原

自動点訳の方法とその校正方法

EXTRAの機能と構造

基本操作

例題実習

３．２教材作成（ＦＤ、資料両面コピー、製本）

２．２アンケートの結果

回答者数１３名

①出席のつもりあり１４名（全員）

②点字修得状況標準日本点字１１名

英語点字２名

数学記号１名 (すこしだ

けできる）

情報処理点字

その他（楽譜

③パソコン使用経験あり

なし

ワープロ

点訳ソフト

その他

④本講座へ期待すること

パソコン基本操作

ワープロ操作

点字処理ソフトの修得

その他

⑤本講座で学びたい点字処理

点字の入力･編集･印字

自動点訳

英語点字

数学記号点字

情報処理点字

その他
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BASE／TDC（ＦＤ２枚）

（EXTRAVer1.5）

BASE取扱説明書（１５＋７）部

BASE活用講座（１５＋７）部

EXTRAの使い方（１５＋２）部

3．３環境設定と稼動確認

４３６実習室（NECPc9801DAパソコン）

机とイス１５人分

THIEL点字プリンタとレーザショットの移動設置

利用ソフトウエア：BASE、EXTRA、一太郎４

４講座内容

大きぐは以下の３点にテーマを絞って開設した。

（１）パソコン利用基礎技術の修得

点訳ソフトの主流はまだMS-DOS下で動作するため、

MS-DOSのコマンド系を中心としたパソコンの基本を講

義実習した。

（２）代表的点訳ソフトの利用による点訳技術の修得

広〈流通している点訳フリーソフトＢＡＳＥを利用し

ての点訳技術に重点を置いて講義実習を行った。今回の

重点はここにあるため、時間配分が大きくなっている。

またＢＡＳＥと同時配布されている点字ファイル変換ソ

フトＴＤＣの利用実習も行った。

（３）市販ソフトEXTRAを利用しての半自動点訳処理

の実際

日本語ワープロで作成されたような墨字文書ファイル

からの自動点訳ソフトの働きと操作方法、変換実力レベ

ルの現状等を経験してもらうために、市販ソフト

EXTRAﾊﾞｰｼﾞｮﾝ1.5を使用して実習を行った。

本講座期間中、作成配布したテキストは以下の通りであ

る。

(配付資料一覧）

点字エディタＢＡＳＥ取扱説明書ｌＯ７ｐ

ＢＡＳＥ活用講座６６ｐ

パソコンの基本操作１２ｐ

点訳ソフトＢＡＳＥの使い方その１８ｐ

ＢＡＳＥの編集機能６ｐ

ＢＡＳＥの環境設定と印刷、ＴＤＣ２１ｐ

一括点訳プログラム（EXTRA）の使用方法９ｐ

写真ｌ講座風景

の内容である。

5．１まとめアンケートの内容

ア97.7.18

筑波技術短期大学情報処理学科

公開講座「パソコンを利用した点訳入門」アンケート

,〆三iF開篝座に参加戴きまして有り難うございました｡今
回は合計５３名の応募者がありましたが､学科の教室設
備の都合上１５名に絞らさせていただきました。また当

学科としては初めての開講であり、いろいろと不備があ

ったことと思いますが、今後の講座開設の参考にさせて

いただきたく、以下のアンケートにご協力ください。

①開講期間について

.短い.長い・適切

・その他（

②開講時間帯について

.１日集中がよい

・今回のように分散がよい

その場合（・午前・午後・夕方）がよい

③内容について

.物足りない・適切である・豊富すぎる

・その他（

④レベルについて

．やさしい（低い）・普通（適度）.難しい（高い）

・その他（

⑤本講座を受講して

（１）最も役に立ったこと

（２）今回最も面白かった（興味を持った）こと

（３）その他

⑥その他・感想（何でも気が付いたこと、希望したい

こと、不満だったことなど）

５まとめアンケートの実施

今回の講座の反省点の把握および今後の講座開催の参

考とするためにアンケートを行った。以下がアンケート
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⑦今後希望する講座の種類と内容

・パソコン入門的なもの（含Windows95）

・点字入門的なもの

・点字処理の発展的なもの

英語点字（２級英語点字）

数学点字・理科記号点字

情報処理点字

・その他（

③次回参加の可能性について

.また参加したい・参加しない

・どちらともいえない

ご協力どうもありがとうございました。
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５．２まとめアンケートの結果

回答者数１４名

①開催期間

短い４名長い1名

適切８名その他０名

②開催時間帯

１日集中２名

分散午前（今回と同一）１１名

午後３名

夕方０名

③内容

物足りない０名適切１０名

豊富すぎる３名

④レベル設定

低い０名適度９名

高い３名その他０名

⑤本講座を受講して

（１）役に立ったこと

・パソコンの基礎知識が得られたこと、点字処理

のイロハが分かったこと

・の考え方、使い方、コマンドを理

解できたこと

・BASEの仕組み、編集機能、活用法を理解修

得できたこと

・点字ファイル形式変換ソフトTDCの学習

自動点訳EXIRAの機能と使い方が分かったこと

・パソコンに慣れたこと、資料をたくさん貰えた

こと（後日熟読予定）

・ハードのことも少し分かるようになったこと

・DOSやBASEについての役割と操作の切り

分けが整理できたこと

（２）興味を持ったこと

・MS-DOSの動かし方
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許扁置仁愼０ H1

レベルともにおおよそ適切であったことが伺える。しか

しながら講座期間中にも経験したことではあるが、受講

者間の格差が少なからずあるために、講座内容のレベル

設定、進行速度、重点の置き方などに難しさがあった。

進度の速い受講者を退屈させることなく、かつ修得の遅

れぎみの初心者にも対応できるような気配りが求められ

る。幸い今回は当初の担当日に拘泥することなく全体を

通して５名から７名の講師体制で行うことができたた

め、明確な脱落者はほとんどなかったと思われる。講師

と補助者をなるべく多くして自由に質問できる個別指導

が行き渡るような体制づくりが望ましい。また配布資料

を充実して一人でも追従学習できるようにしておくこ

と、教材の中身を達成レベル別に分類して個々の能力に

見合った学習が行えるような構成にしておくこと、など

を実施した資料がどの受講者からも喜ばれていた事実が

ある。

テーマ・内容については５節⑦の結果から分かるよう

に、より高度な発展的な学習を希望している受講者もい

れば、さらに基礎的なパソコン講座を期待する受講者も

いるわけで、比較的分散傾向が見られる。今後は募集時

の応募条件を明確にしておくことでミスマッチの受講者

を出さないような努力も必要と思われる。

７おわりに

手探りで始めた初めての公開講座であったが、予想外

に多くの応募を受け、不安感は責任感の重さへと変わっ

ていった。特にこれといった報酬もない公開講座に全力

投球してくれた先生方や補助の女'性諸姉の献身ぶりには

目を見張るものがありました。こうした講座を開催でき

たことを風化させること無く記録に留めたいとの思いか

ら本報告書を作成したものである。
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